
スーパー耐久レース(2025年7月時点)

■スーパー耐久レースとは

・市販量販車をベースとした日本発祥、日本最大級の初心者も経験者も楽しめる
参加型レース。

・ハコ車レースの中でも、レース専用設計としてクルマを製作する『スーパーGT』と違い、
『スーパー耐久』のクラスの多くは、市販量産車ベースで改造範囲も制限されているため、
自ら車両を製作するプライベーターといわれるチームも多く参戦、ドライバーも
アマチュアからトッププロまで幅広い選手が出場する。

・複数ドライバーが交代して、決められた時間内で、どれだけ長い距離を走れるか競うレース
であり、速さだけでなく、信頼性や燃費、タイヤ戦略など様々な要素が勝敗を分ける。

・クルマの限界も試されるため自動車メーカーも開発に役立てる目的で参戦している。
中でも「富士24時間」は国内唯一の24時間レースであり、年に1度のモータースポーツの
お祭りとしてファンにも人気がある。

S耐の歴史
年 出来事

1990 各地で開催されていたN1車両(ナンバーなしのツーリングカー車両で改造範囲が最小限)による
耐久レースを、”プレシーズン”としてシリーズ化したことが始まり

1991 「N1耐久シリーズ」(N耐)として正式にスタート

1995 N耐のルール変更でN1規定から外れたこともあり、「スーパーN1耐久シリーズ」と名称を変更

1998 市販のエアロパーツの装着も認めるなどして「スーパー耐久シリーズ」(S耐)と名称を改変
以降、世界的にも珍しく30年以上続くシリーズへと成長

2021 ST-Qクラス新設
他のクラスに該当しないSTOが認めた開発車両が走行可能になり、以後広がりを見せる

2024 スーパー耐久機構(STO)が、新法人である一般社団法人スーパー耐久未来機構(STMO)に事業を承継。
６月より新体制でスタート予定



地域やお客様に寄り添った
マルチパスウェイな

カーボンニュートラル技術開発
草の根モータースポーツ
を支える商品・技術開発

マルチパスウェイ
カーボンニュートラルな社会の実現

社会実装(仲間づくり)

モータースポーツ起点の
カーボンニュートラル社会実証

(パドック/イベント)

モータースポーツ盛り上げ
スーパー耐久レース盛り上げ

(ファンづくり・業界連携)(=仲間づくり)

▼極限の状況で人・クルマを鍛え、”もっといいクルマづくり“および
“カーボンニュートラルに向けた新技術との開発”を、仲間とともに加速

“共挑”活動
共挑5社連携 ファン原体験づくり

水素

CN燃料

エンジン技術追求

商品/技術の継続進化

次期86検討

CMS車両・パーツGR86/GRヤリス
/GRスープラ

レース現場を通じた人づくり、チームづくり

#32液体水素カローラ #104 GRヤリス

#28 Future FR(GR86)

トヨタにおけるスーパー耐久レース参戦の意義

2019 2020

スーパー耐久 ▼ROOKIE Racingが
86でデビュー

2021 2022 2023 2024
▼ST-Qクラスが誕生

MS起点
もっといい
クルマづくり
（商品・

技術開発）

マルチパスウェイ
CN社会
仲間づくり

MSを
支える
商品

つくる

はこぶ

つかう

GR86(CN燃料)

気体水素 液体水素

FCトラクター
(クボタ)

遠隔地での移動式
FCモジュール活用

▼既存水素ｽﾃｰｼｮﾝ
での液体水素
充填の実証実験

(刈谷水素ｽﾃｰｼｮﾝ)

出力/燃費両立
への挑戦

液体水素充填技術
の進化

▼九州地産地消グリーン水素供給（大林組・トヨタ九州）

▼世界初 液化水素運
搬船 ・実証(川崎重工)

▼ FC小型トラック(CJPT)

▼下水バイオガス由来水素供給(福岡市)

▼ユーグレナの次世代バイオ燃料使用

▼太陽光由来水素の供給
（山梨県、東京電力HD、東レ)▼褐炭由来水素の供給(HySTRA)

▼バイオ燃料トラック
(岩谷産業・トヨタ輸送)

▼移動式液化水素
ｽﾃｰｼｮﾝ(岩谷産業)

▼水素ごみ収集車
JAFカーなど ▼水素エンジンハイエース

▼出力、トルク向上
(ｶﾞｿﾘﾝｴﾝｼﾞﾝ並みへ)
燃費水準は維持

▼航続距離を
15％向上

▼異常燃焼
抑制技術向上

▼出力向上
(気体水素時と同等)

▼航続距離を
25％向上

▼CO2吸着・離脱
装置の設置

GRヤリス”DAT”

GRスープラ

86

MSを通じた
人づくり のべ1,000人を超えるトヨタ社員がスーパー耐久レース現場でのクルマづくりに参画

▼HEV搭載

2025
▼STMO発足

GRヤリス
”DAT”
Future 
FR

水素
エンジン

▼液体水素ポンプ
耐久性向上

▼異形タンク採用
航続距離向上

▼ﾎﾞｲﾙｵﾌｶﾞｽ
活用に向けた
仲間づくり

（これまでのスーパー耐久での取り組み）



S耐 ▼20/9 GRヤリスで参戦開始

車名 強化内容(例) S耐からの反映ポイント
進化型GR
ヤリス
(‘24/1)

・GR-DAT ・ATの開発は「熱」が大きな課題となり、特にS耐ではモリゾウがアタック
中にコース上で停止してしまうトラブル発生
⇒空冷ATFクーラーを搭載するなど、冷却性能を高めた

・ドライバーコックピット ・S耐参戦車をモチーフに、操作パネルとディスプレイを15度傾けて設置
することにより、視認性と操作性を向上

GRヤリス
エアロパフォー
マンスPKG
(’25/秋)

・フロントリップスポイラー S耐で学んだ高次元の空力バランスを実現するために、車両前部に対
して発生する持ち上がる力を抑え、フロントの接地感と空力バランスを
高め、車両のトータルリフトバランスを向上

・燃料タンクアンダーカバー S耐車両の安全燃料タンクの下部をフラット形状にするアイデアを採用。
ボディ下部の空気の流れを最適化し、空力性能を高める

・リアバンパーダクト S耐で空力負荷により、リアバンパーが外れたことを起点に、開発

<GRヤリスへのフィードバック>

20年 21年 22年 23年 24年 25年

市販車
GRヤリス

★20/9 GRヤリス発売
★24/1

進化型GRヤリス（DAT)発売

約5万台

★25/4
進化したGRヤリス発売

エアロパフォーマンスpkg発表

▼23/9 GRヤリス(DAT)
で参戦開始

・20年9月に発売したGRヤリスは、同月のスーパー耐富士24時間レースにいきなり参戦。
発売はあくまでも出発点として、「走る壊す直す」ことによるGRヤリスの進化はここから始まった。

・スーパー耐久レースをはじめとしたモータースポーツ現場からのフィードバックを市販車にタイムリーに
織り込み進化を続けることで、お客様に選んでいただき、販売実績は累計５万台を上回る。

その他
MS

▼21/3 全日本ラリー
ラリチャレ参戦開始

スーパー耐久レースで鍛えたことで市販化につながった事例


